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か
つ
て
こ
こ
は

　

「
骨
寺
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

一
関
市
厳
美
町
の
本ほ
ん

寺で
ら

地
区
は

そ
の
昔
、「
骨ほ
ね

寺で
ら

村む
ら

」
と
呼
ば
れ

中
尊
寺
の
経
き
ょ
う
ぞ
う
べ
っ
と
う

蔵
別
当
の
所
領
で
し
た
。

骨
寺
村
は
、
鎌
倉
時
代
の
歴
史
書
『
吾

あ
ず
ま
か
が
み

妻
鏡
』
に
よ
り

村
の
四
方
の
境
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
範
囲
が
明
ら
か
で
す
。

中
尊
寺
に
伝
存
す
る
二
枚
の
『
陸む

つ

の奥
国く
に

骨ほ
ね

寺で
ら

村む
ら

絵え

図ず

』
に
描
か
れ
た

中
世
の
村
の
姿
を
、
今
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
々
に
囲
ま
れ
た
骨
寺
村
は

曲
が
り
く
ね
っ
た
水
路
と
不
整
形
な
水
田
が
広
が
り

イ
グ
ネ
に
守
ら
れ
た
家
々
が
点
在
し

神
社
や
小
さ
な
祠

ほ
こ
ら

が
要
所
に
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
然
を
巧
み
に
利
用
し

た
え
ま
な
い
営
み
が
醸
し
だ
す
穏
や
か
な
農
村
の
姿
は

代
表
的
な
日
本
の
原
風
景
で
す
。

日
本
中
の
見
慣
れ
た
、
美
し
い
農
村
の
風
景
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
今

奥
州
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
骨
寺
村
は

伝
統
的
な
農
村
の
景
観
が
維
持
さ
れ
て
い
る

か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
遺
産
で
す
。
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歴
史　
中
尊
寺
領
骨
寺
村
の
は
じ
ま
り

中
尊
寺
経
蔵
と
骨
寺
村

　

時
は
十
二
世
紀
。
平
安
浄
土
の
国
づ
く
り
を
理
想
に
か
か
げ
た

藤
原
清
衡
は
、
自
ら
の
発
願
に
よ
る
『
紺

こ
ん

紙し

金き
ん

銀ぎ
ん

字じ

交こ
う

書し
ょ

一い
っ

切さ
い

経き
ょ
う』

の
完
成
に
功
の
あ
っ
た
自じ

在ざ
い

房ぼ
う

蓮れ
ん

光こ
う

を
、
そ
の
お
経
を
納
め
る
中

尊
寺
経
蔵
の
初
代
の
別
当
に
任
命
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
蓮
光
は
私

領
で
あ
っ
た
骨
寺
村
を
経
蔵
に
寄
進
し
、
骨
寺
村
の
貢
納
物
で
経

蔵
の
法
会
が
ま
か
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
中

尊
寺
経
蔵
別
当
領
骨
寺
村
の
は
じ
ま
り
で
す
。

　

こ
れ
以
降
、
骨
寺
村
は
経
蔵
別
当
領
と

な
り
、
藤
原
氏
滅
亡
後
は
、
こ
の
地
方
の

地
頭
と
な
っ
た
葛か

さ

い西
氏
と
の
相
論
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
十
五
世
紀
の
室
町
時
代
ま

で
伝

で
ん
り
ょ
う

領
さ
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
後
期

の
二
枚
の
『
陸
奥
国
骨
寺
村
絵
図
』
は
、

そ
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
土
地
は
仙
台
藩
領
と
な
り
、
明
治

維
新
ま
で
続
き
ま
す
。
骨

ほ
ね

寺で
ら

が
本

ほ
ん

寺で
ら

と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
こ
の
時
期
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

骨
寺
村
の
由
来　

　

絵
図
に
「
骨
寺
跡
」「
骨
寺
堂
跡
」
と
い
う
文
字
と
、
建
物
の
礎

石
の
よ
う
な
図
像
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
こ
こ
に
骨
寺
と

い
う
寺
が
あ
っ
て
、
絵
図
が
描
か
れ
た
鎌
倉
時
代
の
後
期
に
は
廃

寺
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
今
は
そ
の
跡
も
確
認
で

き
ま
せ
ん
が
、
寺
の
名
前
が
村
の
名
前
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
※

。

　

骨
寺
は
、
亡
く
な
っ
た
人
々
の
骨
の
一
部
を
納
め
る
場
所
で
あ
っ

た
と
も
、
骨
寺
に
ゆ
か
り
の
人
物
の
墳
墓
堂
で
あ
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

※ 

髑
髏
（
ど
く
ろ
）
伝
説　

　
鎌
倉
時
代
の
『
撰

せ
ん
じ
ゅ
う
し
ょ
う

集
抄
』
と
い
う
仏
教
説
話
集
に
、
平
泉
郡
に
い
た

一
人
の
娘
が
、
天
井
裏
の
髑
髏
か
ら
法
華
経
を
習
い
、
そ
の
髑
髏
を
逆

柴
山
に
葬
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
髑
髏
は
、
比
叡
山
の
高

僧
第
十
八
代
座
主
の
慈じ

恵え

大だ
い

師し

良
源
の
髑
髏
で
、
葬
っ
た
場
所
が
慈
恵

塚
だ
と
江
戸
時
代
中
期
に
は
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
説
話
が
、
骨
寺
村
と
い
う
名
前
の
由
来
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

絵図には、東は鎰
かぎ

懸
かけ

、西は山
さんのうのいわや

王窟、南は磐井川、北はミタケ堂・馬坂の範囲が経蔵領とし

て描かれています。鎌倉幕府の歴史書『吾妻鏡』にも同様に示されています。

航空写真（昭和22年）航空写真（平成10年）
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在家絵図（詳細絵図）　中尊寺蔵 仏神絵図（簡略絵図）　中尊寺蔵



絵
図
　
中
世
と
現
在
を
比
較
す
る

　
骨
寺
村
絵
図
に
は
東
西
南
北
の
境
が
示

さ
れ
て
い
て
、
田
屋
敷
な
ど
の
様
子
が
写

実
的
に
描
か
れ
、
村
の
雰
囲
気
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
国
内
に
は
四
十
点
ほ
ど
の
代
表
的

な
荘
園
絵
図
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
写

実
的
に
描
い
た
も
の
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
絵
図
を
見
な
が
ら
現
地
を
散
策
す
る
と
、

中
世
の
村
の
姿
を
思
い
う
か
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

正面（西側の山並み）
水平な目線で西側を見た風景を描いています。はるか

向こうの駒形（栗駒山・須川岳）まで描いているのは、

この山が村の生活にとって重要だったからです。

北側
連続した山並みを南から見たように描いています。

山の稜線を太く描いているのは、そこが骨寺村の北

の境であったからです。この絵図は、境界の確認の

ために作られたものです。

南側
南の山並みが北より簡単に描かれているのは、そこ

が村の外だからです。境界にあたる「石ハ井河」（磐

井川）の急流の様子は現地を知っていなければ描け

ません。

東側
現実には南北の山がせまってきて狭い谷になる風景

を、一続きの山並みのように描いています。また、

磐井川の崖に張り付くように描かれている古道は、

危険だったので、新たに馬坂新道（まさかしんどう）

が造られたと考えられています。

平野部
上空から見たように水田がかたまり状に点在し、そ

のかたわらに家があるように描かれています。この

家と田のセットが、中世の古文書に記された「田屋敷」

です。「田屋敷」のそれぞれの名前の中には、現在の

屋敷名に受け継がれているものもあります。

7 6在家絵図（詳細絵図）　中尊寺蔵



骨
寺
村
荘
園
遺
跡
と
農
村
景
観

国
史
跡　

　

中
世
の
骨
寺
村
、
す
な
わ
ち
現
在
の
一
関

市
本
寺
地
区
に
あ
る
「
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
」

は
、
国
の
重
要
文
化
財
『
陸
奥
国
骨
寺
村
絵

図
』
に
描
か
れ
た
堂
社
な
ど
の
跡
が
多
く
残

り
、
中
世
か
ら
つ
な
が
る
景
観
が
良
好
に
保

た
れ
、
絵
図
の
世
界
を
体
感
で
き
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平
成
十
七
年
三
月
、

絵
図
と
現
地
と
の
対
比
が
可
能
な
堂
社
や
窟

な
ど
の
九
つ
の
区
域
が
、
国
史
跡
「
骨
寺
村

荘
園
遺
跡
」
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

景
観
計
画
区
域
と
重
要
文
化
的
景
観

　

本
寺
地
区
で
は
、
史
跡
指
定
地
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
水
田
や
居
住
域
と
里
山
の

範
囲
が
景
観
法
の
「
景
観
計
画
区
域
」
に

山王窟

11

123

4
5

6

7

8

9

至
一
関
市
街

至
栗
駒
山

至奥州市衣川

拝殿

慈恵塚

不動窟若神子社

骨寺村荘園交流館
【若神子亭】

骨寺村荘園休憩所
【古曲田家】

骨寺村荘園
若井原駐車場

骨寺村荘園広場 要害館跡

本
寺 川

駒形根神社

白山社

伝ミタケ堂跡

〒

342 遠西遺跡

下
真
坂

塚（骨寺村荘園交流館前）

本寺

駒
形

骨寺村荘園
休憩所前

本寺郵便局

磐
井 川

至宮城県栗原市

矢櫃ダム

山王山

西  山王窟

南  岩井川

北  峯山堂馬坂

1000 m5000

骨
寺
村
荘
園

山
王
窟
駐
車
場

梅木田遺跡

東  鎰懸
344.2ha

1,040.9ha

48.8ha

バス停

骨寺村荘園交流施設

定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
中
核
部

分
が
文
化
財
保
護
法
の
「
重
要
文
化
的
景

観
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

こ
の
地
区
の
景
観
は
、
国
指
定
の
史
跡
に

加
え
て
二
重
三
重
の
保
護
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
世
以
来
の
姿
を
残
し
て
い
る
本
寺
地
区

の
農
村
景
観
が
、
か
け
が
え
の
な
い
価
値
を

持
つ
と
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。
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史
跡

遺
跡
解
説

①
慈
恵
塚
（
じ
え
づ
か
）・
拝
殿
（
は
い
で
ん
）

　

本
寺
地
区
北
側
に
連
な
る
山
並
み
の
東
の
端
を
逆さ
か

柴し
ば

山や
ま

と
い
い
、
そ
の
頂
き
付
近
に
慈
恵
塚
が
あ
り
ま

す
。
塚
は
直
径
約
⓾
m
あ
り
、
周
囲
に
は
溝
と
土
塁

が
巡
り
ま
す
。
現
在
は
、
江
戸
時
代
に
築
か
れ
た
石

祠
な
ど
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

拝
殿
は
そ
の
山
裾
に
位
置
し
、
慈
恵
大
師
を
祀
っ

て
い
ま
す
。

②
不
動
窟
（
ふ
ど
う
の
い
わ
や
）

　

慈
恵
塚
の
西
側
の
山
の
中
腹
に
あ
る
岩
屋
で
、
骨

寺
村
絵
図
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
、
高
さ
約
３
m
、

奥
行
き
約
⓭
m
の
洞
窟
で
修
験
者
の
活
動
の
場
所
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
若
神
子
社
（
わ
か
み
こ
し
ゃ
）

　

骨
寺
村
絵
図
に
「
若
御
子
社
」
と
し
て
描
か
れ
て
お

り
、
平
野
部
東
側
の
田
ん
ぼ
の
中
に
今
も
あ
り
ま
す
。

　

「
若
御
子
」
と
は
親
神
か
ら
分
霊
さ
れ
た
子
の
神
を
指

し
、
近
年
の
研
究
で
は
駒
形
根
（
栗
駒
山
・
須
川
岳
）

に
坐
す
駒
形
神
が
分
霊
さ
れ
た
里
宮
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

④
要
害
館
跡
（
よ
う
が
い
だ
て
あ
と
）

　

北
側
の
山
並
み
に
あ
る
戦
国
時
代
の
山
城
で
、
本

寺
十
郎
左
衛
門
の
居
城
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤
遠
西
遺
跡
（
と
お
に
し
い
せ
き
）

　

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
整
地
さ
れ
た
平
坦
面
と
掘

立
柱
の
建
物
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
二

〜
十
三
世
紀
の
土
器
と
陶
器
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、

中
世
の
生
活
の
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑥
伝
ミ
タ
ケ
堂
跡
（
で
ん
み
た
け
ど
う
あ
と
）

　

北
側
山
並
み
西
部
の
山
頂
付
近
に
ミ
タ
ケ
堂
跡
と

伝
え
ら
れ
る
場
所
が
あ
り
、
付
近
の
平
場
か
ら
は
、

西
に
山さ
ん

王の
う

山さ
ん

を
、
眼
下
に
は
平
野
部
を
展
望
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
山
岳
信
仰
の
聖
地
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
絵
図
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
当
時

の
村
の
北
境
で
も
あ
り
ま
し
た
。

⑦
梅
木
田
遺
跡
（
う
め
の
き
だ
い
せ
き
）

　

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
十
三
世
紀
の
中
国
産
陶
器

の
破
片
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
遠
西
遺
跡
で
発
見
さ

れ
た
土
器
や
陶
器
と
共
に
、
平
泉
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑧
駒
形
根
神
社
（
こ
ま
が
た
ね
じ
ん
じ
ゃ
）・

　
白
山
社
（
は
く
さ
ん
し
ゃ
）

　

駒
形
根
神
社
は
、
骨
寺
村
絵
図
の
西
端
に
描
か
れ

て
い
る
「
駒こ
ま

形が
た

」「
駒こ
ま

形が
た

根ね

」（
栗
駒
山
・
須
川
岳
）を
祀
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
絵
図
に
も
描
か
れ
て
い
る
「
六

所
宮
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
山
社
は
、
石
川
県
の
白
し
ら

山や
ま

比ひ

咩め
の

神か
み

を
請
し
ょ
う

じ
迎
え
た

と
こ
ろ
で
す
。
白
山
比
咩
神
社
は
中
世
に
は
比
叡
山
の

末
院
と
な
り
、
白
山
神じ

人に
ん

は
天
台
宗
勢
力
の
伸
張
の
た

め
に
活
躍
し
ま
し
た
。

⑨
山
王
窟
（
さ
ん
の
う
の
い
わ
や
）

　

骨
寺
村
の
西
境
の
山
王
窟
は
、
天
台
宗
の
本
山
延

暦
寺
の
地
主
神
「
日ひ

吉え

山さ
ん

王の
う

神
」
を
ま
つ
っ
て
い
ま
す
。

日
吉
山
王
神
が
、
骨
寺
村
の
西
端
の
高
所
に
据
え
ら

れ
て
い
る
の
は
、
天
台
宗
寺
院
中
尊
寺
の
所
領
で
あ

る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究

で
は
自
在
房
蓮
光
の
私
領
で
あ
っ
た
以
前
か
ら
存
在

し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 ●❶慈恵塚 ●❶拝殿❷不動窟 ●❸若神子社 ●❹要害館跡 ●❺遠西遺跡 ●❻伝ミタケ堂跡

 ●❼梅木田遺跡

 ●❽白山社

 ●❾山王窟
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 ●❽駒形根神社

骨
寺
村
荘
園
遺
跡



一
関
本
寺
の
農
村
景
観

一
関
本
寺
の
農
村
景
観
の
特
性

１　

 

現
在
の
本
寺
地
区
は
、
中
世
に
描
か
れ
た
絵
図
と
、
堂
社
・
水
田
・
屋
敷
地
の

配
置
構
成
が
極
め
て
類
似
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
、

屋
敷
と
水
田
の
セ
ッ
ト
は
、
中
世
に
田
屋
敷
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
屋
敷

地
の
点
在
す
る
景
観
は
今
も
見
ら
れ
ま
す
。

２　

 

冬
の
西
風
の
強
い
本
寺
地
区
で
は
、
屋
敷
は
イ
グ
ネ
（
屋
敷
林
）
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
自
然
地
形
に
沿
っ
て
つ
く
ら
れ
た
用
水
路

網
や
、
田
越
し
の
灌か

ん

漑が
い

が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
周
囲
の
里
山
と
あ
い
ま
っ

て
、
調
和
の
と
れ
た
農
村
景
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３　

 

雑
木
林
の
里
山
と
、
自
然
地
形
に
合
わ
せ
た
水
田
、
そ
れ
に
屋
敷
林
に
囲
ま
れ

た
人
家
と
畑
か
ら
な
る
こ
の
地
区
で
は
、
多
様
か
つ
複
合
的
な
環
境
の
も
と
で
、

豊
か
な
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

４　

 

中
世
の
骨
寺
村
の
水
田
は
、
丘
陵
部
か
ら
の
沢
水
と
本
寺
川
の
水
を
利
用
す
る

も
の
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
磐
井
川
の
水
を
山
王
山
の
ふ
も
と
で
水
路
に
よ
り

引
き
入
れ
る
こ
と
で
、
水
田
を
拡
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
村
の
水
系
そ
の
も

の
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
緩
や
か
に
く
ら
し
を
発
展
さ
せ
て
き
た
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。

重
要
文
化
的
景
観
の
概
要

　

一
関
本
寺
の
農
村
景
観
は
、
史
跡
と
し
て
の
価
値
に
加
え
て
、
右
に
記
し
た
よ
う

な
特
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
、
平
成
十
八
年
七
月
に
重
要
文
化
的
景

観
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
護
法
に
お
い
て
文
化
的
景
観
と
は
、
里
山
や
棚
田
な
ど
の
よ
う
に
「
地

域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地

で
、
我
が
国
民
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
」

を
い
い
、
こ
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
が
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
、
保
護
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
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重
要
文
化
的
景
観



※拡張登録とは

一度、世界遺産登録されたものに、後から追加の登録をすること。拡張による世界遺産登録は、新規登録と同じ手続きとなります。

　骨寺村荘園遺跡は、世界遺産「平泉」の関連資産として拡張登録を目指しています。

　 
遺
跡
と
景
観
の
こ
れ
か
ら

　

本
寺
地
区
に
残
さ
れ
て
き
た
、
中
世
の
農
村
を
彷
彿
さ
せ
る
文
化
的
景
観

は
、
ま
さ
に
「
生
き
て
い
る
文
化
財
」
で
す
。
そ
し
て
、
本
寺
地
区
に
生
活
し
、

農
業
を
続
け
る
こ
と
は
、
中
世
か
ら
の
歴
史
を
継
承
し
、
そ
の
景
観
を
維
持

す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
本
寺
地
区
に
お
い
て
日
常
の
生
活
と
文
化
財
の

保
護
は
、
極
め
て
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
寺
地
区
で
は
、
遺
跡
・
景
観
の
保
存
・
活
用
に
配
慮
し
た

地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
景
観
を
阻
害
す
る
大
型
廃
棄
物
の
除

去
作
業
や
、
営
農
の
継
続
の
た
め
に
必
要
な
景
観
保
全
型
の
農
地
整
備
の
実

施
、
農
村
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
た
め
の
体
験
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

幅
広
い
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
関
市
で
は
、
今
後
も
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
の
調
査
研
究
を
続
け
る
と
と
も

に
、
こ
う
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、
文
化
財
と
し
て
の
価

値
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

世界遺産登録に向けて

　世界遺産とは、世界遺産リストに登録された遺産で、現代を生きる世界の全ての人々が共有し未来の世代に引き継

いでいくべき人類共通の " たからもの " です。

　世界遺産として登録されるには、ユネスコの世界遺産委員会において、資産の内容が他に類例のない固有のもので

あり、登録基準に照らして、「顕著で普遍的な価値」があると認められなければなりません。また、その価値にふさ

わしい、有効な保存管理措置がなされていることも必要条件です。

平
成
⓭
年
4
月

「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
が
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
。

平
成
⓯
年
6
月

「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
の
推
薦
資
産
に
、
骨
寺
村
荘
園
遺
跡

を
追
加
。

平
成
㉒
年
1
月

「
平
泉
｜
仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す
建
築
・
庭
園
お
よ
び
考

古
学
的
遺
跡
群
」
の
推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
。

平
成
㉓
年
6
月

第
㉟
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
「
平
泉
｜
仏
国
土
（
浄
土
）

を
表
す
建
築
・
庭
園
お
よ
び
考
古
学
的
遺
跡
群
」
の
世
界

遺
産
登
録
が
決
定
。

平
成
㉔
年
９
月

「
平
泉
の
文
化
遺
産
」（
拡
張
）
が
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
（
骨

寺
村
荘
園
遺
跡
を
含
む
５
資
産
の
拡
張
を
想
定
）。

平
成
⓴
年
7
月

第
㉜
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
登
録
延
期
の
決
定
。

平
成
⓲
年
⓬
月

「
平
泉
｜
浄
土
思
想
を
基
調
と
す
る
文
化
的
景
観
」
の
推
薦

書
を
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
。

「平泉の文化遺産」分布図
奥州藤原氏による政治・行政上の拠点とその周辺まで含むものであり、平泉町の

中尊寺をはじめとする10の資産があります。

300

平泉スマートIC

長者ケ原廃寺跡
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平
成
㉑
年
4
月

第
5
回
世
界
遺
産
登
録
推
薦
書
作
成
委
員
会
に
お
い
て

「
平
泉
」
の
構
成
資
産
か
ら
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
を
含
め
4

資
産
除
外
を
決
定
。

世界遺産 「平泉」の構成資産

〈凡 例〉

拡張登録を目指す資産



岩 手 県

八戸

北海道新幹線

秋 田 県

宮 

城 

県

青 森 県

北海道

仙台

秋
田
自
動
車
道

八

戸
自

動
車
道

東

北

新

幹

線

東

北

自

動

車

道

秋田
秋

田

新

幹

線

盛岡

新庄

天童

山形

遊佐比子IC

湯殿山IC

月山IC 東根IC

山形上山IC

能代南IC

あつみ温泉IC

東根北IC

大石田村山IC

新庄北IC

南陽高畠IC

六戸・三沢IC

七戸IC青森東IC

つがる柏IC

湯沢IC

雄勝こまちIC

盛岡IC

岩城IC

東和IC

遠野住田IC

滝観洞IC

釡石仙人峠IC

釡石南IC

宮守IC

遠野IC

新花巻

二ツ井
白神IC

蟹沢IC

象潟IC

気仙沼中央IC

陸前高田長部IC

花巻JCT

釡石JCT

仙台宮城IC

仙台空港IC

歌津IC

仙台若林JCT

北上JCT

青森
新青森

奥津軽
いまべつ

木古内

新函館北斗

釡石

気仙沼

宮古

久慈

好摩

大館

能代

男鹿

目時

酒田

鶴岡

横手

大船渡

陸前高田

東

北

本

線

三

陸

復

興

国

立

公

園

いわて花巻空港

花巻空港IC

仙台空港

一ノ関
一関IC

水沢江刺

水沢

平泉
▲

栗駒山

室根山
▲

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線

◎お問い合わせ

I N F O R M A T I O N

 東北自動車道（一関ICまで）

 飛行機（いわて花巻空港・仙台空港まで）

川口JCT

仙台宮城IC

盛岡IC

青森IC

一関IC

約4時間20分（420.3km）

約55分（87.9km）

札幌（新千歳）

いわて花巻

花巻空港
IC

一　関

約1時間

福　岡 約1時間45分

大阪（伊丹）

名古屋（小牧）

神　戸

約1時間20分

約1時間10分

約1時間30分

札幌（新千歳） 約1時間10分

名古屋（中部） 約1時間10分

大阪（伊丹） 約1時間10分

大阪（関西）

神　戸

約1時間20分

約1時間20分

広　島 約1時間20分

福　岡

那　覇

約1時間40分

約2時間35分

約57分（91.8km）

約2時間54分（259.2km）

 JR東北新幹線（一ノ関駅まで）

東　京

仙　台

盛　岡

新青森

新函館北斗

一ノ関駅

約1時間54分（最速）

約21分（最速）

約27分（最速）

約1時間40分（最速）

約2時間47分

◆ 一関ICから骨寺村荘園遺跡まで車で約20分

◆ 一ノ関駅から骨寺村荘園遺跡まで車で約30分
※一ノ関駅からは路線バスが運行しています（1日数本運行）

仙　台

新花巻駅

一　関

車で約5分
東北自動車道他

約43分

車で約10分

東北新幹線

約28分

（最速）

仙台空港

IC

仙台駅

東北自動車道他

約1時間10分
車で約10分

東北新幹線

約21分

（最速）

電車

約17分

環境にやさしいインキと再生紙を使用しています。 R4.2

一関市教育委員会

骨寺荘園室

※現地案内に関するお問い合わせ

骨寺村荘園交流館

〒021-8503 岩手県一関市竹山町7番5号

 TEL 0191-26-0829  FAX 0191-21-5770

 E-mail honedera＠city.ichinoseki.iwate.jp

〒021-0101 岩手県一関市厳美町字若神子241-2

 TEL・FAX 0191-33-5022

 休館日 毎週火曜日　年末年始　開館 9：00から17：00

 URL https://www.honedera.jp

一関市博物館
［道の駅 厳美渓］

骨
寺
村
荘
園
遺
跡栗駒山

（須川岳）

平泉文化遺産
センター

平泉世界遺産
ガイダンスセンター

骨寺村荘園交流館
【若神子亭】

骨
寺
村
荘
園
休
憩
所

【
古
曲
田
家
】

  平泉前沢IC

平泉スマートIC

E4


